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DMTER series 安全機能と便利な
機能を多数搭載した
扱いやすいドローンで

『スマート農業化』の実現を。
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DMTER M6 Specification

タンク容量

DMTER M16 Specification

タンク容量

中～大規模圃場向け散布ドローン

DMTER M16
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小規模圃場向け散布ドローン

DMTER M6
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DMTER M30 Specification

タンク容量

大規模圃場向け散布ドローン

DMTER M30
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DMTER M16

DMTER M１6 Specification
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産業用

ROBOTIX 
JAPAN

ROBOTIX 
JAPAN

INSPECTOR SERIES
ROBOTIX JAPAN

販売店・特約店

《メーカーお問い合わせ》
株式会社ROBOTIX JAPAN
茨城県坂東市岩井2886-4キハラデンキビル３F

TEL:0297-21-8060
http://robotixjapan.com



INSPECTORseries 空から地中まで
あらゆる場所で
日本の産業を支え

『安心と安全』を届けます。
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INSPECTOR Multi INSPECTOR Mini

INSPECTOR Multi Specification INSPECTOR Mini Specification
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INSPECTOR Moler Specification

INSPECTOR Educate INSPECTOR Moler

INSPECTOR Educate Specification
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※開発中のため仕様・デザインは予告なく変更される場合があります。

※当紙を許可なく複製・リンク・転写することを禁じます。

PIBOT

ROBOTIX JAPAN

Solarpanel Cleaning Robot
Currently under development

※開発中のため仕様・デザインは予告なく変更される場合があります。

※当紙を許可なく複製・リンク・転写することを禁じます。

※開発中のため仕様・デザインは予告なく変更される場合があります。

※当紙を許可なく複製・リンク・転写することを禁じます。



PIBOT
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ULTRA

ROBOTIX JAPAN

Under 99g, no l icense required.
Small FPV drone that anyone can fly.

ROBOTIX JAPAN



ULTRA
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ROBOTIX 
JAPAN

水素燃料ドローン
Earth-Friendly and High-Powered
New Generation Atmospheric Pressure
Hydrogen-fueled drones



POINT
01

POINT
03

02
POINT

04
POINT

飛行時間
最大飛行可能時間は60分

従来の電気のおよそ20倍のパワーで
従来のバッテリーの4~5倍の飛行時間を可能に
⾧時間の点検業務なども着陸させずに行えます

高速充填

環境温度

耐衝撃性

水素はカートリッジ式で、専用の充填機を使用することで
1カートリッジあたり数秒で充填することが可能
バッテリーのように1本の充電に対する時間を
大幅に省略することができます

常圧水素燃料ドローン
近年の環境問題や持続可能な社会に向けた取り組みが
活発になる中で次世代エネルギーとして注目を集める水素
水素自動車のシステムを小型化 しドローンに搭載
環境にも優しく実用性も高い新世代ドローンを開発中

従来のバッテリーは極端な低温や高温に弱く
環境温度によっては正常に動作しないことが有りました

しかし水素発電なら摂氏-20～40度でも問題なく駆動
寒冷地などでの点検業務も行えます

従来のリポバッテリーは衝撃に弱く
強くぶつけてしまったり落下させた場合に膨張して
使用できなくなることが問題でした
水素カートリッジは金属製で対衝撃性に優れます


